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漁網 6,000t

ロープ 11,000t

浮子 1,900t

カキパイプ 600t

合計 19,500t

底曳網 200t

刺網 700t

定置網 1,000t

まき網 2,700t

海苔養殖 700t

養殖網 500t

その他 200t

合計 6,000t

漁網 浮子 ロープ

曳網(中層、表層) 57% 7% 36%

曳網（着底） 33% 17% 50%

定置網 36% 28% 36%

まき網 85% 8% 7%

刺網 57% 14% 29%

サンマ棒受 91% 0% 9%

海苔養殖(ベタ流し)    70% 10% 20%

魚類養殖（まぐろ）   40% 30% 30%

「令和 7年度漁業種類別プラ系漁具海洋流出量調査」の結果 (公益財団法人海と渚環境美化・油濁対策機構 令和 7年 7月作成) 

１．網漁業・網養殖業 

注）①「交換量/年」のうち「漁網」は「R5漁業種類別漁網生産量（製網会社聞き取り）」の数字。「交換量/年」のうち「浮子」と「ロープ」は前述の「漁網」に「浮子又はロープの構成比/漁網の構成比 

（「R6漁業種類別プラ系漁具の構成比(%)(製網会社聞き取り)」)」を乗じて計算。 

②「小型底曳網」と「沖合底曳網」及び「大中型まき網」と「中小型まき網」の「交換量/年」のうち「漁網」は、「R5漁業種類別漁網生産量（製網会社聞き取り）」の「底曳網」と「まき網」の「漁網生産量」 

を「R4漁業・養殖業生産統計年報(農林水産省)」の漁獲量で按分した。 

③「サンマ棒受網」と「船曳網」の「交換量/年」のうち「漁網」は、漁法が異なるため単純に漁獲量では按分できないので、「R5漁業種類別漁網生産量（製網会社聞き取り）」の「その他」200tを２分割 

(各 100t)した。 

 

令和５年度漁業種類別漁網生産量                  漁具種類別生産量/年(2015)                            令和６年度漁業巣類別プラ系漁具の構成比 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  回答した 

漁業者数 

交換量/年 
 

交換率 /

年 

使用量/年 
 

海洋流出

率/年 

海洋流出量/年 

漁網 浮子 ロープ 計 漁網 浮子 ロープ 計 漁網 浮子 ロープ 計 

小型底曳網 26 129t 66t 195t 390t 31% 416t 214t 630t 1,260t 6.4% 27t 14t 40t 81t 

沖合底曳網 8 71t 37t 108t 216t 42% 169t 87t 256t 512t 2.0% 3t 2t 5t 10t 

刺網 35 700t 172t 356t 1,228t 38% 1,842t 452t 937t 3,231t 6.9% 127t 31t 65t 223t 

定置網 26 1,000t 778t 1,000t 2,778t 15% 6,667t 5,185t 6,667t 18,519t 1.0% 67t 52t 67t 186t 

サンマ棒受網 15 100t 0t 10t 110t 13% 769t 0t 76t 845t 0.0% 0t 0t 0t 0t 

船曳網 4 100t 12t 63t 175t 20% 500t 61t 316t 877t 4.9% 25t 3t 15t 43t 

大中型まき網 50 1,950t 184t 161t 2,295t 23% 8,478t 798t 698t 9,974t 0.1% 8t 1t 1t 10t 

中小型まき網 4 750t 71t 62t 883t 18% 4,167t 392t 343t 4,902t 1.3% 54t 5t 4t 63t 

海苔養殖 2 700t 100t 200t 1,000t 43% 1,628t 283t 465t 2,376t 1.5% 24t 4t 7t 35t 

魚類養殖 7 500t 375t 375t 1,250t 16% 3,125t 2,344t 2,344t 7,813t 0.4% 13t 9t 9t 31t 

合計 177 6,000t 1,795t 2,530t 10,325t   27,761t 9,816t 12,732t 50,309t   348t 121t 213t 682t 

製網会社聞き取り 

出展：漁業におけるプラスチック 

資源循環問題対策協議会(H31.4) 

製網会社聞き取り 
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２．網以外の漁業（延縄、曳縄、いか釣り、一本釣り、籠・筒等） 

(1) 浮子とロープ・テグス 

1) 延縄漁業（追加アンケート調査を実施） 

注）①この追加アンケート調査は令和 7年 2月・３月に実施した。 

②「沿岸まぐろ延縄」の「海洋流出率%/年」及び「交換率%/年」は「近海まぐろ延縄」と同率とした。 

 

延縄漁業の隻数と 1隻当りの漁具使用量（重量） 

漁業種類 隻数 
使用量 kg/隻 

浮子 幹縄 枝縄 

遠洋まぐろ延縄 126 411 995 110 

近海まぐろ延縄 202 226 764 77 

沿岸まぐろ延縄 463 113 382 39 

その他の延縄 3,147 5 326 6.7 

注）①「使用量 kg/隻」は、当機構が R7年 2月に実測した原単位（重量）に、追加アンケート調査から得られた操業 1回当たりの平均使用量（浮子の個数、幹縄長さ、枝縄本数）を乗じた。 

②「遠洋まぐろ延縄」と「近海まぐろ延縄」の隻数は団体調べ。「沿岸まぐろ延縄」及び「その他の延縄」隻数は経営体数(2023漁業センサス）と同数と仮定した。   

③「沿岸まぐろ延縄」1隻当りの「使用量 t/年」は「近海まぐろ延縄」1隻当りの半分とした。          

 

延縄漁業の 1隻当り漁具使用量（個数、長さ、本数）と原単位  

漁業種類 回答者数 
使用量/隻 単位当り漁具重量（原単位） 

浮子(個) 幹縄m 枝縄(本数) 浮子 幹縄 枝縄 

遠洋まぐろ延縄 20 183 110,643 2,952 
2.25kg/個 9g/m 37.5g/本 

近海まぐろ延縄 44 101 86,630 2,071 

その他の延縄 32 2 7,248 1,676 2.5kg/個 45g/m 4g/本 

注）「その他の延縄」の対象種は、マダラ、トラフグ、アカムツ、タチウオ、ブリ、タイ、カサゴ、クエ、アマダイ、ウツボ他 

漁業種類 回答者数 
使用量 t/年 海洋流出率%/年 海洋流出量 t/年 交換率%/年 交換量 t/年 

浮子 幹縄 枝縄 浮子 幹縄 枝縄 浮子 幹縄 枝縄 合計 浮子 幹縄 枝縄 浮子 幹縄 枝縄 合計 

遠洋まぐろ延縄 20 52 125 14 1.4 1.8 14.7 1 2 2 5 2.3 20.2 50 1 25 7 33 

近海まぐろ延縄 44 46 154 16 3 3.1 23 1 5 4 10 7.5 51.9 50 3 60 6 69 

沿岸まぐろ延縄 ー 35 177 18 3 3.1 26.8 1 6 5 12 7.5 51.9 50 4 93 9 106 

その他の延縄 32 16 1,026 21 84 5.3 104.4 13 54 22 89 85 25 104.4 14 256 22 292 

延縄合計  149 1,482 69    16 67 33 116    22 434 44 500 
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2)いか釣漁業 

漁業種類 
経営体数

（=隻数） 

交換量 t/年 交換率%/年 使用量 t/年 海洋流出率%/年 海洋流出量 t/年 

浮子 ロープ・テグス 合計 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 合計 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 合計 

いか釣 5,827 0 63 63 0 100 0 63 63 0 3.1 0 2 2 

注)①道糸（＝カットナイロンテグス）交換量 t/年（＝使用量 t/年)；33.3g（ナイロンテグス 40号・30 号・26号各 1/3で 38.5m(1.1m×35 本)。 

業界情報）×10 台（１隻当りイカ釣り機平均台数）×2本（仕掛け本数/台）×4,364 隻（沿岸イカ釣＋近海イカ釣）×22回（年間交換回数（年間操業日数 112日/交換間隔５日）≒63t 

②上記の①の計算に使用した隻数(4,364)は、経営体数＝隻数とした上で、「主な経営体」を１隻、「従な経営体」を 1/2隻として計算した数字。      

③いか釣り漁業者(近海いか釣)の証言では、スルメイカを対象としたいか釣りでは道糸が紛失する事例は殆どないものの、北太平洋中部のムラサキイカ操業（近海いか釣漁船 30隻程度）ではサメによる道糸の流

出があるとのことである。ただ、具体的な流出率が不明なため、いか釣りと同様にサメの被害を受けている「近海まぐろ延縄」の「幹縄」の海洋流出率 3.1％を採用した。また、海洋流出量が過小評価とならな

いよう、過大な数字となることは承知の上で、「海洋流出量 t/年」は沿岸いか釣を含めた 5,827経営体（実際は近海いか釣 30隻程度）で試算した。 

 

3)その他の釣漁業 

漁業種類 回答者数 
経営体数

（=隻数） 

交換量 t/年 交換率%/年 使用量 t/年 
海洋流出率%/年 

海洋流出量 t/年 

浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 合計 

ひき縄釣 ー 5,919 0 234 7.6 100 0 221 3.1 0 7 7 

上記以外の釣 2 19,141 0 40 7.6 100 0 38 3.1 0 1 1 

合計   0 274   0 259  0 8 8 

注）①「上記以外の釣り」には「かつお一本釣」を含む。経営体数＝隻数として計算した。 

②各漁業種類の「浮子交換量 t/年」及び「ロープ･テグス交換量 t/年」は、「漁業におけるプラスチック資源循環問題対策協議会(平成 31 年４月)」の漁具別の生産量(ロープ 1.1万トン、浮子 1.9 千トン)から 

      網漁業・養殖業用生産量(ロープ 2,530トン、浮子 1,795トン)を減じたもの(ロープ 8,470トン、浮子 105トン)に「H30全漁連漁業系廃プラスチックの処理状況等にかかる緊急調査」の「網漁業以外の漁業」 

      の購入量の比率(浮子 50%、ロープ・テグス 43%)を乗じ、その数量から「延縄」及び「いか釣」の交換量/年を差し引いた後の数字を、漁業種類毎の購入量の比率で按分した。 

③「ひき縄釣」の「交換率%/年」は「上記以外の釣」と同じとした。       

 

4)その他の漁業 

漁業種類 回答者数 
経営体数

（=隻数） 

交換量 t/年 交換率%/年 使用量 t/年 海洋流出率%/年 海洋流出量 t/年 

浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 浮子 ロープ・テグス 合計 

採貝・採藻 4 23,375 0 50 7.6 20 0 235 3.1 0 0 0 0 

カゴ・筒 ー 
20,420 

2 750 85 25 2.4 3,000 84 5.3 2 159 161 

上記以外の漁業 ー 29 2,039 85 100 34 2,039 84 5.3 29 108 137 

合計   31 2,839   55 5,274   31 267 298 

注）①「採貝・採藻」には「潜水器漁業」を含む。経営体数＝隻数として計算した。       

②各漁業種類の「浮子交換量 t/年」及び「ロープ･テグス交換量 t/年」は、「漁業におけるプラスチック資源循環問題対策協議会(平成 31 年４月)」の漁具別の生産量(ロープ 1.1万トン、浮子 1.9 千トン)から 

      網漁業・養殖業用生産量(ロープ 2,530トン、浮子 1,795トン)を減じたもの(ロープ 8,470トン、浮子 105トン)に「H30全漁連漁業系廃プラスチックの処理状況等にかかる緊急調査」の「網漁業以外の漁業」 
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      の購入量の比率(浮子 50%、ロープ・テグス 43%)を乗じ、その数量から「延縄」及び「いか釣」の交換量/年を差し引いた後の数字を、漁業種類毎の購入量の比率で按分した。 

③「カゴ・筒」の「浮子」の「交換率%/年」は「その他の延縄」の値を、「ロープ・テグス」の「交換率%/年」は「その他の延縄」の「幹縄」の値を採用した。「上記以外の漁業」については、浮子の 

「交換率%/年」は「その他の延縄」の値を、「ロープ・テグス」の「交換率%/年」は「その他の釣」のうち「上記以外の釣」の値を採用した。 

④「カゴ・筒」と「上記以外の漁業」の「海洋流出率%/年」については、浮子は「その他の延縄」の値を、ロープ・テグスは「その他の延縄」の「幹縄」の値を採用した。 

 

(2)カゴ・筒 

  回答した漁業者数 カゴ・筒交換量/年 漁具交換率/年 カゴ・筒使用量/年 海洋流出率/年 カゴ・筒海洋流出量/年 

かご・筒漁業 21 688t 24% 2,867t 5.3% 152t 

注）①「カゴ・筒交換量/年」688tは、「漁業におけるプラスチック資源循環問題対策協議会(平成 31 年４月)」の漁網の生産量 6,000tに 

     「H30全漁連漁業系廃プラスチックの処理状況等にかかる緊急調査」の「カゴ・筒購入量/網漁業の漁網購入量」を乗じて算定。 

    ②「漁具交換率/年」は漁具使用年数 4.2年の逆数 

 

(3)いか釣針 

  回答した

漁業者数 

釣針使用 

量/日･隻 

年間操業 

日数/隻 

釣針海洋 

流出率/日 

主な経営体数 従な経営体数 主な経営体 

流出量/年 

従な経営体 

流出量/年 

海洋流出量 

計/年 

沿岸いか釣 54 2,437g 112日 8.3% 2,863経営体 2,919 経営体 65t 33t 98t 

海上で操業時に使用される釣り針の総重量は最大で 14.1t 

   

  回答した 

漁業者数 

釣針使用 

本数/日･隻 

年間操業 

日数/隻 

釣針海洋 

流出率/日 

主な経営体数 従な経営体数 主な経営体 

流出量/年 

従な経営体 

流出量/年 

海洋流出量 

計/年 

近海いか釣 19 7,150g 190日 1.6% 37経営体 8経営体 0.8t 0.1t 0.9t 

   海上で操業時に使用される針数の総重量は最大で 0.3t 

注）①「主な経営体数」及び「従な経営体数」は「2018年漁業センサス(農林水産省)」の数字。経営体数＝隻数とした。 

②「従な経営体数」の操業日数は、「主な経営体数」の半分と仮定して計算した。 

 

  いか釣針延べ使用量/年 いか釣針海洋流出量/年 

いか釣全体 沿岸いか釣 近海いか釣 計 沿岸いか釣 近海いか釣 計 

1,181t 56t 1,237t 98.0t 0.9t 99t 

 

  イカ釣り針の組成(スルメイカ用) 

 

 

 

注）R6製網会社情報 

３．その他の養殖業（カキ、ホタテ、コンブ・ワカメ等） 

(1)カキパイプ（カキ養殖） 

プラスチック部分 金属部分 全体 

40.8% 59.2% 100% 
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カキパイプ交換量/年 漁具交換率/年 カキパイプ使用量/年 カキパイプ海洋流出率/年 カキパイプ海洋流出量/年 

600t 12% 5,000ｔ 2.20% 110t 

注）①「カキパイプ交換量/年」は「漁業におけるプラスチック資源循環問題対策協議会(平成 31 年４月)」の「カキパイプ年間生産量」 

    ②「漁具交換率/年」は漁具使用年数 8.2年の逆数 

    ③「カキパイプ流出率/年」はカキ養殖漁具の年間流出率 

     

(2)その他の漁具（浮子とロープ） 

1）カキ・ホタテ 

回答した漁業者数 
交換量/年 

交換率/年 
使用量/年 

海洋流出率/年 
海洋流出量/年 

浮子 ロープ 浮子 ロープ 浮子 ロープ 計 

12 49t 4,524t 12% 408t 37,700t 2.40% 10t 905t 915t 

2）ワカメ・コンブ 

回答した漁業者数 
交換量/年 

交換率/年 
使用量/年 

海洋流出率/年 
海洋流出量/年 

浮子 ロープ 浮子 ロープ 浮子 ロープ 計 

3 2t 266t 9% 22t 2,956t 0.00% 0t 0t 0t 

3）その他 

回答した漁業者数 
交換量/年 

交換率/年 
使用量/年 

海洋流出率/年 
海洋流出量/年 

浮子 ロープ 浮子 ロープ 浮子 ロープ 計 

2 1t 39t 22% 5t 177t 0.00% 0t 0t 0t 

注）①「浮子交換量/年」及び「ロープ・テグス交換量/年」は「漁業におけるプラスチック資源循環問題対策協議会(平成 31 年４月)」の漁具別の生産量（ロープ 1.1 万トン、浮子 1.9 千トン）から網漁業・養

殖業用生産量（ロープ 2,530 トン、浮子 1,795 トン）を減じたもの（ロープ 8,470 トン、浮子 105トン）に「H30 全漁連漁業系廃プラスチックの処理状況等にかかる緊急調査」の「網養殖以外の養殖業」

の浮子及びロープ・テグスの購入量の比率（浮子 50.0%、ロープ 57%）を乗じて求めたものを、「カキ・ホタテ」、「ワカメ・コンブ」及び「その他」の漁具購入量の比率（浮子 94.2%：3.1%；2.7%、ロ

ープ 93.7%：5.5%：0.8%）で按分した。 

②「カキ・ホタテ」の「漁具交換率/年」12%はカキ養殖の漁具使用年数 8.2年とホタテ養殖の 7.2 年の逆数を「H30全漁連漁業系廃プラスチックの処理状況等にかかる緊急調査」の漁具購入量に基づき加重平

均した値。「ワカメ・コンブ」の「漁具交換率/年」9%はワカメ養殖の漁具使用年数 11.7 年の逆数。「その他」の「漁具交換率/年」22%は 2 種（ヒオウギ貝、ウニ）の漁具使用年数（４年と５年）の単純

平均年数 4.5年の逆数 

 

４．まとめ 

（１）プラ系漁具年間使用量（海面） 合計 108,032t 

漁網 27,761t、浮子 10,455t、ロープ・テグス 60,712t、その他 9,104t（かご・筒 2,867t、カキパイプ 5,000t、いか釣り針 1,237t） 

（２）プラ系漁具種類別年間海洋流出量 合計 2,382t 

漁網 348t、浮子 178t、ロープ・テグス 1,495t、その他 361t（かご・筒 152t、カキパイプ 110t、いか釣り針 99t） 

（３）プラ系漁具漁業種類別年間海洋流出量 合計 2,382t 

網漁業 616t(刺し網 223t、定置網 186t、曳網 134t)、網以外の漁業 675t（延縄 116t、いか釣 101t、かご・筒 313t）、網養殖 66t（海苔 35t、魚類 31t）、その他養殖 1,025t(カキ・ホタテ)   

（４）プラ系漁具年間流出率  2.2%(2,382t÷109,003t×100)        

（５）令和４年(2022)海産魚介類１t当りのプラ系漁具流出量 
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日本 616g（2,382t(流出量)÷3,862,831t(海面生産量)） 

（参考）世界平均 7.7kg（115万 t(流出量)÷15,000 万 t(海面生産量)） 

 

５．その他 

今回の調査では、貝類素潜り（1人）、採貝藻(３人)、ロープ曳きトビウオ浮敷網(１人)、ソデイカ旗流し(１人)、モズク養殖（１人）についてもアンケートに回答していただいている。その回答内容は以下のとおり 

でした。 

  回答した漁業者数 漁具交換率/年 漁具海洋流出率/年 

貝類素潜り 1 50% 0% 

採貝藻 3 33% 0% 

ロープ曳きトビウオ浮敷網 1 60% 0% 

ソデイカ旗流し 1 60% 20% 

モズク養殖 1 35% 0% 

 


